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1,イ ス ラム王朝 マタラムの古都
ジャワ島の中南部,イ ン ド洋に面 した扇状平野に位置す るジョグジャカル
タは,そ の郊外にボロブドゥールやプランバナン仏教寺院跡等の重要な遺産
を抱える古き都である。ここには1578年に成立 したマタラム朝の流れを汲む
スルタンの王宮がある。マタラム朝はヒンドゥー王朝マジャパ ヒ トが滅びた
後ジャワを統一 したイス ラム勢力 で,爾 来 ジャワで は古来 の仏教 や ヒン
ドゥーの土壌に伝来 したイスラムの影響が根 を下ろし,ジ ャワ ・イスラム と
呼ぼれる独特の文化が栄えることになった。その文化 を創造 し継承するうえ
で大きな役割 を果たしてきたのがマタラム朝の王家である。特 にクラ トンと
呼ぼれる王宮は,王家の現世的な権力に加 えて舞踊や音楽,文 芸や儀礼など
を総合 した文化力が結集する場であり,またその文化がジャワ全体へ と波及
してゆく核心部で もあった。
1755年,王国の都 はジョグジャカルタとスラカルタの二都に分裂 し,さら
に王朝は四つの王家 に分岐したが,ジ ョグジャカルタのスルタン家はジャワ
で唯一メッカか ら与 えられたスルタンの称号 を継承するものとして別格の地
位 を有している。
インドネシア共和国成立後,ス ルタンには州の長官 という行政上の任務が
与 えられる。共和国最初 のスルタン,ハ ムンク・ブウォノ9世(1912-1988)
はスカルノ内閣における内相や国防相,さ らにスハル ト体制下での副大統領
を歴任し,開明的な指導者 として名望 を集めた人物である。現在のスルタン,
ハムンク・ブウォノ10世に国政上の影響力 はないが,そ の王宮はジャワ文化
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の伝統 を護 り今 日に伝えている点で現在で も中部 ジャワの精神文化の中心で
あり続 けている。
現在のジョグジャカルタは人口約40万,国立ガジャマダ大学をはじめ多 く
の教育機関が集 まる文教都市 となっている。王宮 は旧市街の中心部にあ り,
その広い敷地は高い白壁の城壁で外界 と隔て られ,さ らにその内部は内壁や
入 り組んだ路地でできた一っの街 といった趣で,王 家の宮殿の他にも使用人
や職人の住居や工房が集 まる一大居住区を成 している。 この城壁の内側が,
拙論 「ヴァルター ・シュピース とヴァイマル文化」1)で紹介 した ドイツ人芸術
家の,ベル リンに次 ぐ活躍の場であった。この異色の芸術家 は1924年か ら27
年 まで現在のスルタンの祖父にあたるハムンク ・ブウォノ8世 に仕え,西 洋
音楽の演奏を任務 とする宮廷オーケス トラの楽長 を勤めたのである。
シュピースの書簡集 『人生の美 と豊穣』2)における最 も喜々として明 るい興
奮に満ちた部分はこのジョグジャカルタ時代に書かれている。 ドイツを忌避
してヨーロッパを去 り,新たな自己実現の場を求めてジャワへやってきた彼
を待 っていた ものはどのような文化 的刺激だったのだろう。本稿 は,拙 論
クラ トン城内の白壁の街並み 王宮へ至 る門
1)副 島 美 由紀 「ヴ ァ ル タ ー ・シ ュ ピ ー ス と ヴ ァ イ マ ル 文 化 」in:「人 文 研 究 」第93
輯,小 樽 商 科 大 学,1997,127-150頁.
2)Rhodius,Hans.(Hrsg.),Sch6nheitundReichtumdesLebens:WALTER
SPIES.denHaag,1964.以下 書 簡 集 か らの 引 用 は()内 の頁 で 本 文 中 に記 す 。
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「ヴァルター・シュピースとヴァイマル文化」に続いてシュピースの書簡集『人
生の美 と豊穣』 を読み進め,こ のドイツ人芸術家がジャワに残 した軌跡 を辿
り,その功績 を確認しながらこの東洋 と西洋の幸福な出会いの始まりを記述
する試みである。
2,ベ ル リンの 騒擾i=1920-1923
まず,シ ュピースがジャワに渡る前 に過ごした ドイツの状況 を今一度振 り
返ってみたい。1920年代の世界都市ベルリンについては既に多 くの書物が書
かれてはいるが,こ の混乱の時代の全体的状況を理解するのは決 して容易で
はないからである。シュピースが映画産業の作為や虚偽に満ちた世界を嫌っ
ていた事実は以前 「ヴァルター ・シュピースとヴァイマル文化」で述べた通
りであるが,さ らにその外側 を取 り巻いていたベル リンの街の様相 とジャワ
の文化世界 とのコン トラス トを推測するためにも,我々はここで歴史的想像
力を働かせてみる必要がある。
ベル リンの20年代 は,ある意味では希望に満ちた時代だった。人々は第1
次大戦の終結による解放感 とドイツ再建への意欲に溢れ,社 会の各部分がそ
の精神的高揚を具現化することに熱中していた。 シュピースの友人であった
ベルテル・クライアーは,『人生の美 と豊穣』の中で当時を次のように回想し
ている。「当時若 くて戦争 による破滅 を逃れた若者達は,まるで世界史上の新
しい時代が到来するかのように無限の希望 と意欲 を以て新たに与 えられた人
生に突進していった ものでした。(_)当 時のベル リンでの生活はなんて生
き生 きしていたのでしょう。我々は強靱で何にでも感応す る感受性によって
あらゆる奈落や亀裂の上を飛ぶようにして克服 していきました。悲劇的な過
去から立ち現れる陰露 も我々を長 く煩わした りせず,迫 り来 るメランコリー
でさえ美しいものや興味深いものが高波のようにそれを覆って くれたのでし
た。(111f.)」
ちょうど1920年にベル リンに移住 したシュピースは,すぐに音楽家のサー
クルに迎えられ,社 交界で幸運なスター トを切 る。フル トヴェングラーの前
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任者で当時ベル リン ・フィルの音楽監督であったアル トゥール ・ニキシュは
シュピース家の旧友であったし,芸術アカデ ミーで学んでいた弟 レオを通 じ
て若 き音楽家達 との交流もあった。シュピースは最 も多 くの時間を音楽家達
と共 に過 ごした。それで もモスクワ育ちの彼はよくロシア料理店 に足を運び,
生 まれ故郷 を懐 かしんだ という。3)実際当時のベル リンではロシアを思い出
す縁 に事欠 くことはなかった筈である。なにしろベル リンの亡命ロシア人は
20年には人[]五万 を数え,イ ンフレが終熔す る25年あた りにその中心がパ
リに移るまでベル リンは最大の在外ロシア人居住地だったか らだ。 しかしロ
シア人同志の党派的争いは政治談義 を嫌っていたシュピースの日常にむしろ
暗い影 を落 としていたと思われる。当時ベルリンに結集 していたロシア人の
グループは当然の ことながらシュピースの友人であったゴー リキーや,エ レ
ンブルク,エ セーニ ンといった芸術家ばか りではなかった。数十軒 ものロシ
ア料理店やキャバレー,劇場 を始め,ロシア語の出版社でさえ17社もあった
という4)その共同体内部では,帝 政復活論者や左派たちが将来あるべ きロシ
ア人社会の方策 を巡って始終議論 を闘わせていた。5)1922年3月,作家ナボ
コフの父で りベラル派のウラディー ミル ・ナボコフが政治集会の場でツァー
リス トの青年に殺 され るという事件が起 こる。 この事件 を知 り,ロ シア共同
体に漂 るエネルギーに一種の感銘を受けたハ リー ・ケスラー伯爵は,そ の有
名な日記に次のように記 している。「ロシア文化 と芸術の生産的な力 は衰弱 し
ていない。(...)殺人を許 されるのは産むことのできる人間のみ」。6)ロシア人
3)ベ ル テ ル ・ク ラ イ ア ー の 回 想,Rhodius,ibid.,p.112.
4)Ehrenburg,Ilya.Memories:1921-1941.Cleveland,1963,p.18.(イリ ア ・エ レ
ン ブ ル ク 『わ が 回 想II』 木 村 浩 訳,1968,朝 日 出 版 社,23頁.)
5)Friedrich,Otto.BeforetheDeluge:APortraitofBerlininthe1920's.New
York,1972,p.96.(オッ トー ・フ リ ー ド リ ク,『 洪 水 の 前 』 千 葉 雄 一 訳,1985,新
書 館,93頁.)
6)GrafKessler,Harry.TagebUcher1918-1937.Hrsg.vonWolfgangPfeiffer-
Belli,Frankfuruta.M.,1961,p.293.(ハリー ・ケ ス ラ ー 『ワ イ マ ル 日 記,上 』 松
本 道 介 訳,1993,冨 山 房,278頁.)
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社会におけるボルシェヴィズムを巡 る左右両派の動きは,ド イツにおける政
治状況に様々な波動を与 えた。例えぼスパルタキス トの行動や外相ラーテナ
ウのロシア外交政策,さ らにはナチスの反ボルシェヴィキ ・反ユダヤ的政治
プランに,そ れは重大な影響 を及ぼすのである。7)
しか も熱い血 を渡 らせていたのは ドイツ人やロシア人ぼか りで はなかっ
た。「ヴァルター・シュピース とヴァイマル文化」でも引用 したケス トナーの
小説 『ファービアン』には夜 の街に出没する中国人 グループを描いた印象的
な くだ りがあるが,8)実際当時のベル リンにはレス トラン経営者や貿易商 な
どの富裕な中国人達が住んでいた。彼等を訪ねては資金工作 をし,ビ アホー
ルなどで密かにオルグ活動 をしていた中国人左派青年団の中か ら1922年,旅
欧中国共産主義少年団の ドイツ支部が結成され る。その代表 は当時パ リから
ベル リンに移 り住み,若 干24歳にして 「実権 を握 る男」と呼ばれた周恩来で
ある。彼が書いた機関紙のための原稿 をパ リで印刷 していたのは郵小平だ。
後に中華人民共和国の首相 となる周が同じく国家副首席 となる朱徳 と出会っ
て意気投合し,連 れ立ってよくべ一 トーヴェンを聴 きに出かけたのもち ょう
どこの時のベルリンである。9)ヨーロッパの中央に位置するこの都市は,亡命
ロシア人達にとっての避難所であると同時に,革命の技法を学びにヨーロッ
パ中からソ連へ赴いて行 く共産党員達の中継点でもあった。
「階級闘争」という概念が若 き芸術家達の頭の中にも浸透 してゆく。20年の
ベルリン市街戦によってルーベンスの絵画が破損 を被った際,シ ュピースの
友人であるオスカー ・ココシュカはプロレタリアを非難 した 簾"で 若い世
代の画家達に 「階級の敵」呼ばわ りされ,い わゆる 「芸術や くざ論争」の標
的 となる。10)同年,同 じく知人のジ ョージ・グロスがそのカリカチュアによる
7)Friedrich,ibid.,p.79-97.(フリ ー ド リ ク,同 上,86-104頁.)
8)Kastner,Erich.Fabian:DieGeschichteeinesMoralisten.dtv,1989,p.98.
9)Suyin,Han.EldestSon:ZhouEnlaiandtheMakingofModernChina,1898-
1976.NewYork,1994,p.58(ハ ン ・ス ー イ ン 『長 兄,周 恩 来 の 生 涯 』 川 口 洋 ・
美 樹 子 訳,1996,54頁.)
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国防軍侮辱の罪で有罪になっている。11)シュピースの知人の多 くが関わって
いた 《11月グループ》は分裂 を起 こし,交流のあったバウハウスの面々 も内
部抗争 を抱えていた。19年から23年にかけての短期間,ベルリンの街は市街
戦,カ ップー揆,対 抗ゼネス ト,外相ラーテナウの暗殺 などの様々な権力抗
争の舞台 となっている。 これがシュピースが生活 していた当時のベル リンの
状況であった。シュピースの書簡 に具体的な事件や困窮についての言及はな
い。むしろ困苦欠乏のモスクワか ら来た当時はドイツが 「真の楽園(33)」で
あるかのように思われた。 しかし彼を最 も苦しめたのは,こ の時特に先鋭化
していたと思われる,常 に明確な態度決定 を要請するドイツの精神風土だっ
た。ケスラー伯 も1921年,「較べものにならぬほど多 くの点で変わってしまっ
た」12)ベル リンの状況 を次のように記 している。「ドイツでは社会の全ての役
割が成長 の途上にあり(...)各々が周囲に対 してとるべきポーズを自分で
でっちげなけれぼならない。」13)ベル リンの騒擾や誕生問 もない民主制下で
のイデオロギー闘争,好 戦的な忠誠心の性急な要求等 に対 し,ロ シアの大都
市貴族的な雰囲気の中で育ちウラル地方の牧歌的生活 に親しんだシュピース
は強い違和感 を覚えた。仲間達の議論の最中彼は席を立 ち背を向ける。出口
のない論争 を彼は嫌悪 していた。14)ドイツを去 る直前の手紙 にシュピースは
次のように記 している。「この二箇月ダルマティアにいました。ドイツの外に
出てみてようや く,ドイツに住むことが どんなに酷いことか,こ の国が どん
なに酷い国か,ど んなにぎょっとするような人間が ここにいるか,ど んなに
彼等が無味乾燥で感情 に欠けているか,彼 等の中にいると自分 もどんな風に
同類になってい くのかが分 る というものです。僕 はもう我慢で きません!
(...)すべての ことについて人 は意見を持たねぼならず,党 派に与 しなけれ
10)平井 正 『ダ ダ/ナ チ1913-1920』せ りか 書 房,1993,428頁.
11)Friedrich,ibid.,p.78.(フリー ド リ ク,同 上,89頁.)
12)Kessler,ibid.,p.270.(ケス ラ ー,同 上,256頁.)
13)ibid.,p.350.(同上,332頁.)
14)イレ ー ネ ・エ ル ドマ ン の 回 想,Rhodius,ibid.,p.117.
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ばなりません。(.。.)僕はヨーロッパの人間 とは決 してうまくやってゆけな
いで しょうし,そ うしたいとも思いません。僕の思考 と感情は全 く別の方向
に育ったので,本 来 自分に関わ りのないことを巡る争いや無為などのために
興奮した り時間を無駄 にしたりするのは全 く意味のないことなのです。 ここ
で土地への帰属感を得 るためには僕 は自分の属性全てを譲 り渡 し,自分自身
を売 り飛ぼしてしまわなけれぼな りません。そんなことはできません。僕は
むしろこれらの人々全ての元を去 り,こ こから出て行 きます。新 しい故郷を
探 しに。 こことは違 う精神文化を持 った素朴な人々 と再び暮 らすために,あ
るいはそれを全 く持たない人々 と。(128)」1923年,彼をよく知る人の眼には
彼の 「窮屈で不 自由で不幸 な(122)」状態が極限に達 しようとしていたのが
明 らかだった という。15)「ヨーロッパ を出て行 くとい うことが殆 ど彼 の強迫
観念のように(122)」なってゆく。シュピースは ドイツとは別の寛容 さをもっ
た文化を求めていた。
3,新 しい故郷
寒素朴な人々"の住む 噺 しい故郷"と は
,シ ュピースのウラル体験 とその
当時からの放浪願望が生み出した理想郷だ と思われる。1917年バシュキール
か らの書簡には,サマルカンドやアルタイ,チベッ トを訪れ,さ らにラテン・
アメリカまで足 を延ぼす という遠大な旅行計画が語 られている。16)ウラルの
広大な森林や草原を前にして,彼 はユーラシア大陸のさらに彼方へ と関心を
かき立てられたのだろう。 しかし目的地 として彼が最終的に選んだオランダ
領東インドは,漠 とした遠方への憧れからどのように具体的な目標 として結
晶 してきたのだろう。
1918年,ロシアか ら再び ドイツに戻 った若 き画家シュピースは,若 く自由
なドイツの道徳的再建を謳 ってその年に結成された 《11月グループ》のメン
15)ヘオ ル ヘ ッ テ ・ス ホ ー ン デ ル ベ ー ク の 回想,Rhodius,ibid.,p.122.
16)シュ ピー ス,母 親 宛 て の 書 簡,1917,Rhodius,ibid.,p.75.
110 人 文 研 究 第95輯
バー達 と交流するようになる。彼 は特にマックス ・ペ ヒシュタイン,エ ミー
ル・ノルデ,ジ ョージ・グロスの名 を挙げているが,17)彼にとってこの交流は
ドイツにおける楽園夢想家の系譜 に連なることをも意味していた。
楽園夢想家 と言えばジャン・ジャック・ル ソーを始めゴーギャンやアル トー
といったフランスにおける系譜が有名であるが,ド イツでも既に啓蒙主義後
期から絶対王政 に対す る批判 の枠組み として南方楽園神話が形成されるよう
にな り,ドイツ知識人達 による最初のタヒチ移住計画の記録はフランスによ
るタヒチ占領の70年前にあた る1777年にまで逆上ることができる。18)その
50年後にゲーテ もエ ッカーマンとの対話の中でxx汚れなき南の島で生まれ変
わる"19)とい う夢 を語っている。
19世紀末,ド イツは北東ニューギニアとパ ラオを獲得 し,ドレスデンに民
ブリュッケ
族学博物 館 を開設 す る。1905年に ドレスデ ンで結成 され た 《 橋 》 のメ ン
バ ー達,と りわ けペ ヒシ ュタイン とエル ンス ト ・ル ー ドヴ ィヒ ・キル ヒナー
灘
麟醒 識 蓼
エミー ル ・ノルデ 「ジャワとビルマの 踊 り」(1913)
?
懸
騨
ペヒシュタイン 「パラオの風景」(1917)
17)シ ュ ピ ー ス,カ ス パ ー ・ニ ー ハ ウ ス 宛 て の 書 簡,1939,Rhodius,ibid.,p.33.
18)Dieterich,Gerd.Aufbruchzudeng1UckseligenInseln:Anmerkungenzur
》Palau-Sehnsucht《.in:MaxPechstein:DasFerneParadies.Hrsg.vomStadtis-
chenKunstmuseumSpendhausReutlingen,HatjeVerlag,1995,p.49.
19)ヨ ハ ン ・ペ ー タ ー ・エ ッ カ ー マ ン の ゲ ー テ と の 対 話,第 三 部,1828年3月12日.
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は,民 族学博物 館 に展示 されたパ ラオ の建築 とその装飾 に強 い感銘 を受 け る
ことになる。20)さらに1910年に は同 じ くドレスデ ンで,つ ま りシュ ピー スが
高 等教育 を受 けるため この街へ や って きた年 に,ゴ ーギ ャン展 が開催 され て
い る。21)没後7年 を経 てその半 生が美 化 されて いた ゴーギ ャンはす ぐに それ
自体 一つ のジ ャンル とな った。1913年,終に意 を決 してパ ラウへ と赴 くペ ヒ
シュタイ ン を,人 々 は 「は は一 ん,ゴ ーギ ャンだね。」と言 って冷笑 した とい
ブリュツケ
う。22)同じく 《 橋 》のメンバーで同年プロイセン政府 による人口学調査隊
に同行 してニューギニア,ジ ャワ,ビ ルマなどを訪れたノルデは,ニ ューギ
ニアか らの手紙 に 「ゴーギャンと私だけが源始的な自然の生の無尽蔵の充溢
か ら後世に残 るものをもたらした」という画家 としての自負を記 している。23>
帰国後,ノ ルデとペ ヒシュタインはベル リンで再会 し,1918年の 《芸術労働
評議会》から 《11月グループ》へ と連 なる一連の動 きに合流してゆ くのであ
る。
モスクワでアンリ・ルソーの 「異国風景」 との出会いを'啓示"と 受け止
めたシュピースが,こ の両者の体験 に刺激されなかった筈 はなかろう。恐 ら
くこの頃か らシュピースの心に明確な南海瞳憬が形成された ものと推測され
る。さらにある日,彼は一冊の本 に出会 う。『バ リ:民族,風 土,舞踊,祭 り,
寺院』24)と題された写真集で,当 時オランダ領東インドで働いていた ドイツ
人医師,グ レゴール ・クラウゼによるものだった。イレーネ ・エル ドマンの
20)Pechstein,Max.Erinnerungen.Hrsg.vonLeopoldReidemeister,Stuttgart
1993,p.22.
Kirchner,ErnstLudwig.DieArbeitE.L.Kirchers.in:E.W.Kornfeld,Ernst
LudwigKirchner:NachzeichnungseinesLebens.Bern,1979,p.333.
21)Lewey,Petra.MenschundNaturimWerkvonMaxPechstein.in:Max
Pechstein:DasFerneParadies.p.15.
22)KrUger,GUnter.MaxPechstein,KunstwissenschaftundKritik.in:Max
Pechstein:DasFerneParadies.p.103.
23)Nolde,Emil.WeltundHeimat.K61n,1990,p.89.
24)Krause,Gregor.Bali:Volk,Land,Tanze,Feste,Tempel.FolkwangVerlag,
spatereAusgabe,1926,beiGeorgMUIler,MUnchen.
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回想の中のシュピースは,あ る夜 この本を抱 え 「興奮のあまり悦惚 として」
やって来たという。彼女 は語る。「「僕 はここへ行 くそ」 と彼は何度 も言いま
した。しかしそれは人が美しい風景写真集を見てよく言 うの とは全 く違 った
口調でした。その写真集 とそれに魅せ られたこの友人,ま るで自分に言い聞
かせるかの ように言う彼の言葉 は忘れがた く決定的に意味深い もの として
我々の記憶に残 りました。(118)」こうしてシュピースの 噺 しい故郷"の夢
は,ゴ ーギャン,ノ ルデ,ペ ヒシュタイン,ク ラウゼといった先達から受け
継がれるかたちでその解像度を増 していったと思われる。敗戦によりドイツ
の南方植民地 は失われてしまったが,こ の頃ヨーロッパ ・バタヴィア間には
週一便 の定期航路があ り,25)時代 は トゥー リズムの到来を告げようとしてい
た。
一方 シュピースのパー トナーであったムルナウ も,常 に世界周航の夢 を
持 っていた。1921年,家族宛ての書簡の中でシュピースは 「ムルナウが大 き
なヨッ トを買うと言っているのでそれに乗って(93)」航海に出る計画がある,
と伝 えている。まず はフィンランド,26)さらにグアテマラ,スマ トラ,ジャワ
へ行 く可能性 もあると灰 めか している。「僕等の身にこれから何が起 こるかな
んて誰に分かるで しょう!(93)」シュピースもムルナウもヴァイマル期の若
者達特有の浮遊感覚 を共有 していたのだろう。
シュピースが ヨーロッパを去った後は,ム ルナウの南海 の夢の何処か に
シュピース との再会が準備されていた ものと思われる。シュピースの友人ハ
インリヒ ・ハウザーの書簡によると,ムルナウはシュピースの家族 と共に自
らの船でヨーロッパ を脱 出するという計画さえ立てていたらしい。27)結局彼
はこの航海計画をハ リウッド移住後に実現 させ,1928年タヒチに渡って遺作
25)シュ ピ ー ス,母 親 宛 て の 書 簡,18.12.1923,Rhodius,ibid.,p.169.
26)フィ ン ラ ン ドに 住 む 長 兄 ブ ル ー ノ を家 族 が 尋 ね て ゆ く計 画 が あ っ た 。
27)ハイ ン リ ヒ ・ハ ウ ザ ー,デ イ ジ ー ・シ ュ ピ ー ス宛 て の 書 簡,8.10.1923,Rhodius,
ibid.,p.139.
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となる「タブー」を撮 るが,映 画撮影 は3年 を要 し,撮影後ハ リウッドに戻っ
たムルナウをす ぐに不慮の死が見舞 うことになる。タヒチからバ リへ渡 って
シュピースを訪れるという航海当初の計画28)は実行 されることがなかった。
拙論 「ヴァルター・シュピースとヴァイマル文化」で既に述べた通 り,シ ュ
ピースの人生 に実際の転機 をもたらしたのはオランダの指揮者スホーンデル
ベーク夫妻だった。アムステルダムの王立植民地研究所に通 ううちにオラン
ダ領東イン ドへ渡る決意 を固めた彼は,1923年8月,ジャワに住むスホーン
デルベーク夫人の親戚への紹介状を手 に水夫 となってオース トラリア行 きの
船に乗 り,二 ヵ月後ジャワのバタヴィア港に降 り立つ。か くして彼は多 くの
ヨーロッパ人にとって失われた楽園の夢の投影であった"南 海の島々"を 実
際に訪礼 恐らく彼以前の誰よりも幸福な爪再生"をそこで果たすことになるのである。
4,ジ ャワ文化 の核心 へ
ジャワで最初に赴いた地 はバ ンドゥンであった。 シュピースはまず熱帯の
自然に圧倒される。その密度の濃さ,火 山性の風土,植 物の種類の豊富 さ,
巨大な蝶な どに彼 は眼を見張 った。 しかしそれ以上 に彼の目を楽しませたの
は初めて見るジャワ人達である。「スンダ人29)やジャワ人は信 じられないほ
ど美 しい。その褐色の華奢な体つきは貴族的で,ジ ャワ人でない者は引け目
を感 じるべきかと思えてきます。(149)」彼はまず視覚的にジャワの風土 と民
族に魅了された。取 り合えず西洋人社会の中に身を落ち着けた彼 は,「芸が身
を助 く時が来ない とも限 らない(133)」と自ら予測 した通 り,才能にものを
言わせてす ぐに生活の糧を得 る。まずは映画館のピアニス ト,次にホテルの
ピアニス ト,さ らにジャワを来訪する西洋人音楽家の伴奏者 として求められ
るようにな り,経済的自立の見通しを立てて ドイツの家族に仕送 りさえして
いる程だ。そしてその彼 の音楽家 として耳 を驚愕 させたのが ジャワの音楽
28)シュ ピー ス,母 親 宛 て の 書 簡,8.4.1929,Rhodius,ibid.,p.267.
29)ジャ ワ 島 西 部 に 住 む 民 族 。
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だった。「ここの音楽!何 とまあ,その素晴 らしさ!見 たこともない楽器
が聴 いた こともない旋律 を奏でます。(149)」ガムラン音楽 はシュピースの
ジャワ滞在を通 じて最 も強 く彼の心 を捉えた ものであるが,お よそ見るもの
全てが新鮮でシュピースを幸福 にした。家族宛ての最初の手紙 には,思 いが
けない安息 と幸福 を与えられた者の心情が表れている。「僕は以前にも増 して
幸せです。(...)こでの生活の素晴 らしさ,そ れに比べて皆が ドイツの泥
潭 と残酷 の中で窒息 しかかっていることの恐ろしさ。それを思うと気が変 に
なりそうです。(149)」
バ ンドゥンでのスター トは好調だったが,ち ょうどドレスデンを出てベル
リンに向かったように,間 もな く彼はジャワ文化 の中心地を求 めてジョグ
ジャカルタに移 り住む。そこでもカジノのピアニス トの口を得,オ ランダ人
社会にも迎 えられて音楽の家庭教師や合唱団の指揮者 という役割 をこなすよ
うになる。ジョグジャカルタはバンドゥンにも増 してシュピースを興奮させ
た。彼の文体 の特徴 はここジョグジャカルタで頂点 を極 めた感がある。その
誇張が多 く多幸症的な文面は日々の驚きの大 きさを伝 えるものだ。幾つか例
を引 こう。「ここの商店 ときたら,ヨーロッパの店が どんなにエレガン トで大
きくとも,そ の十倍 は大きく華やかに設えてあります!中 国人や日本人や
インド人の店が並ぶ通 りも幾つかあ ります。(...)それに毎日市が立つんで
す。いい匂いの もの,臭 い もの,果 物,人 間,動 物に鳥,そ の色 とりどりの
混在 はもう楽 しくてわ くわ くします。(150)」「本当に美 しいのです,こ この
人達 は。見ていて飽 きるということがありません。そのスタイルの良さとき
たら他に類 を見ないでしょう。(151)」その他にも,何層 もの棚田をなし,巧
みな灌概法 によって常 に水を湛 える美しい水田について,ジ ャワ人が身に纏
うサロンやその美 しいバッティック模様について,あ るいは民家の軒 に吊る
された幾つもの鳥籠 と極彩色の鳥の歌声について,彼 は喜々 として書簡で報
告する。そして最 も心 を奪われたジャワの芸能 には,熱狂的 とも言 える賛辞
を捧 げている。「あの音楽!す べてヨーロッパの芸術はこれに比べると汚物
か糞のようなものです。彼等は恥 を知 らねぼならないで しょう〃(...)こん
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な風にジャワ人 と関わりを持ち,彼 等の この上な く高貴な文化 と素晴 らしい
芸術 に触れて,僕 は殆 ど気 も触れんぼか りです。 これほど美 しい ものの存在
は想像し難いと思います。僕 はかって何物にも感 じた ことのない思いで彼等
を崇拝しています!(151)」
しかも彼は大編成のガムランの存在 を知る。なにしろここにはスルタンの
王宮があるのだ。18世紀半 ばに東インド会社を上級主権者 として容認 して以
降,王 国の権益 は縮小 していったが,文 化的支配者 としてのスルタンの地位
にはゆるぎないものがあった。クラ トンと呼ばれる白壁の内側の世界につい
てシュピースはじきに耳 にするようになる。「40人の妻に158人の子供達,30)
象や猿や巨大な馬車を持ち,一 万の従者 を従えて(150)」壁の内側に住むと
いうスルタン。その 「信 じられないような暮 らしぶ り(!50)」もさることな
が ら,時折宮廷で上演される歌劇は 「この世の何 よりも素晴らしい(150)」
と人は言う。シュピースはそれをまだ見 る機会がないことに気 を揉むが,あ
る日終 に王宮を訪れる機会が到来する。スルタンを表敬訪問に来たフィリピン
の大統領のために舞踏会が催され,シュピースが属するカジノの楽団が伴奏を
依頼 されたのである。しか も例の歌劇 も上演 されるという。彼は興奮のあまり
自分が「その場で失神するか,あるいは子供のように泣き出した りする(155)」
のではないかと按 じるが,実際にはそこで期待以上のことが起 こるのである。
5,ス ル タンに謁 見,宮 廷楽長 となる
シュピースはスルタンに会 った夜の出来事を驚 く程詳細に記憶 し,書簡 に
記 しているが,そ れはヨーロッパ人による20年代のジャワ・イスラム宮廷見
聞録 としても興味深い記録 となっている。
30)誇張 が 誇 張 を 呼 ん だ 数 字 で あ る。 実 際 に はハ ム ン ク ・ブ ウ ォ ノ8世 の 妻 は8人,
子 供 は34人 で あ る が,先 代 の7世 に は20人 の妻 と78人 の 子 供 が お り,宮 廷 内 の
家 族 数 は これ らが 合 算 さ れ て い た も の と考 え られ る 。(AlbumAgungJumenen-
ganDalemSriSultanHamengkuBuwonoX,PersembahanPenerbit
KedaulantanRakyatYogyakarta,1989,Cetakanke2)
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スルタンの宴 は客人が 「お伽話の世界(165)」に迷い込んだかのように王
宮の内部に迎 えられて始 まる。客を迎 えるのは 「優美ですらりとして思いも
か けないような衣裳」を身 に纏い,「まるで神々のように美しい」王子達 と,
「とんでもな く素敵なジャワの民族衣裳を身に付 け,金 や銀の短刀 をさした
(165)」近習達である。宮殿の広間では金の玉座上でスルタンが客を待ち,そ
の側に蟻でで きたかのように物静かな夫人達 と従順な王子達が控え,そ の間
に西洋式に正装 したヨーロッパ人達が席を取るのである。
まず例の古典歌劇が披露 される。音楽 と舞踊についての記述 は後述する通
りシュピースが残 した民族音楽学上の貴重な記録でもあるので,な るべ く多
く彼 自身の言葉 を紹介 してみたい。
歌劇 はまず王宮のガムランが奏でる序曲で始 まる。「最初は微かな滴の音の
ような,低 く揺さぶるゴングの音が響 きます。人 をひどく不安な気持ちにさ
せるような低い音色です。そして美 しくしなやかな女性の声で歌が始 まり,
やがて合唱 とな り,それに男性合唱が応 えるのです。伴奏するのは素晴 らし
く澄んだ金属や木の音色からなる原始の森の響 きで,そ れ らがいわゆる`花'
の部分 を演奏 します。微かにすす り泣 くような弦の音が聞こえるかと思えぼ,
繊細な葦笛が針のように高 くか細 い旋律 を奏で,こ れら全ての音色が代わる
代わる低 くなり,また高 くな り強 くな り,それに太鼓が勢いよく割って入っ
た り退いた りします。ときには音楽が消え入るように鳴りやんでしまう瞬間が
あるのですが,またそれはどこからか滴の滴 りのように始まるのです。(165f.)」
王宮の中央広間 王宮での宴 と踊 り手達(1870年頃)
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そして踊 り手である王女達が登場するが,そ れはシュピースにとって 「見
たこともない程美 しい四人 の少女達」だった。「頭の先から爪先まで計算しっ
くされた簡素で素晴 らしい衣裳を身 につけ,体 には艶のない黄土色の顔料を
塗っています。古代エジプ トの石の壁画か ら四人の女王達が抜け出して来た
と思 ってみて下さい。表情のない様式 と化 した顔 と幽霊のように現実離れし
た足取 りでゆっ くりと滑 るように,彼 女達は顔の向 く方,ス ルタンの方へ と
ひと足ひ と足近づいて行 きます。(166)」シュピースは現実の世界にいるよう
な気がしなかった。「まるで古代エジプ トはアメノフィス王の時代にいるよう
(166)」だった。「こんなものは普通お芝居か映画かバレエの中で しかお目に
かかれません。 しか もそれらが どんなに完壁な出来映えでであっても,僕が
見ているこの本物 には及びもっかないのです。それほど独特なものなのです,
これは!(166)」
踊 り手達が舞台に達するとお もむろに歌劇が始 まる。「ガムランが これまで
とどこか違 うリズム とメロディーを奏でると,踊 り子達が静かで現実 とは思
われないような踊 りを始めます。それは想像を超 えるものです。殆 どそれ と
分か らないような動き,ど う動いてゆ くのか予想のつかない動 きです。踊 り
子達の洗練 された手や腕はゆっくりと新たなポジションへ移っていきます。
彼女達 はまるで宙 に浮いているようで,そして これが素晴らしいのです
が 衣裳 も一緒に踊 るのです。ある動作で引 き裾かあるいは衣裳の一部が
襲を作 るとします。すると四人全員に同じことが起 こるのです。それほど彼
女達の動 きは揃っているのです。(。..)そして足で引き裾を捌 く動作 も舞い
の リズムを成 していて,引 き裾や垂れ布の空を切 る音が リズムに強調を与 え
ているのです。そうか と思 えぼ彼女達は暫 くの問 じっと立ち尽 くします。 あ
るいは円を描いた り解いた り,高 くな り低 くなりしなが ら宙 を漂うかの如 く
踊 り,それか ら剣 と楯を取って互いに闘うのですが,滑 るように位置を変 え
る様子は何 とも不思議で,全 てがエジプ トのレリーフを見ているようです!
(167)」
ジャワの古典歌劇の中でも最も格式の高いスルタンの王宮でのそれを目の
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当た りにして,シ ュピースは 「気 も触れんばか りの幸福(166)」を味わ うが,
いつしか歌劇 も終わ り,宴 は西洋式の舞踏会に形 を変える。その時 ピアノに
座ってフォックス トロットを弾いているのが楽団の新顔であることにスルタ
ンが眼を止 めた。急 に興味を引かれたスルタンはシュピースを側に呼んで
色々と身の上 を尋ねる。 シュピースは思いが けずスルタンと会話を交わす こ
とになった。スルタンの印象を彼は「とても親切で聡明で教養のある人物で,
(...)真のジャワ貴族の高貴 さが指先の一つ一つから輝 き出ているよう(167
f.)」だったと記 している。
ところが翌 日さらに思いがけないことが起 こる。シュピース自身の言葉を
聞 こう。
「そして次の日のことです!僕 は自分の目が信 じられませんでした。下宿
の前に何台かの馬車が止 まりました。見ると乗 っているのはなんと一ダース
もの従者 を従えた王子達ではありませんか。従者達は金糸の日傘をさし,金
の小道具一式を載せた金の盆 を捧げ持ち,すっか り儀式の用意をしています。
王子達はスルタンの命 により遣わ された とい うのです。 さてその命 とは?
僕が彼の楽団を指揮する役 目を引 き受 ける気がないか聞いてこいというもの
です!!./!!それはジャワ人ぼか りの楽 団で,30人から40人いるで しょう
亀 笹q
ハ ム ン ク ・ブ ウ ォ ノ8世
(1866-1939)
ハムンク ・ブウォノ10世の
馬車と近習達(1989)
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か,弦 楽器や吹奏楽器 を揃えていて西洋の音楽を演奏するのですが,指 導や
指揮がないため思 う様 にいかず,し か もピアニス トがいないというのです!
ですから僕に少 し手直 ししてなん とかうまくやって欲 しい というのです!
何 ということでしょう,これ以上素敵なことがあるでしょうか。皆が皆絶対
音階を持ってお り全てを聴 き取ってしまうあんな愛すべき人達 と一緒 に働 く
なんて!毎 日を王宮で,あ の半神達の もとで過ごすなんて,僕 はどうした
らいいのでしょう。(_)殆 ど身 に余る光栄 としか思われません!(168)」
勿論シュピースはこの 黙身に余 る光栄"を 引き受けてスルタンの宮廷楽長
となるのである。 このオーケス トラは式典でのオランダ国歌演奏 を主な任務
としていたが,指 導者 を欠いていたためその義務 さえ満足 に果たせない状態
にあった。クラ トンの城内に住んでスルタンに仕える最初のヨーロッパ人 と
なったシュピースは献身的にその任務 に当たり,やがて楽団はべ一 トーヴェ
ンやメンデルスゾー ンを演奏できるまでになった。 また時にはジャズバン ド
に変身して宮廷やカジノの舞踏会での需要に答 え,周囲を驚かせた りもした。
スルタンは自分のオーケス トラの出来に 「子供のように喜んだ(180)」とい
う。シュピースは1927年にバ リに移住するまでの約4年 間をこうしてクラ ト
ン内部で楽士 として過 ごすことになる。
6,ジ ャワ音楽の修 業時代
宮廷楽長 としての職は比較的自由時間に恵 ま
れていた。シュピースは本業である画業にも時
間を割 く傍 らマレー語やジャワ語を学習 し,舞
踊やワヤン ・ク リ等の芸術 についても多 くを学
ぶようになる。ダンサーである妹のデイジーを
始め家族に宛て何頁にも亘る集中力でこれ らの
芸能 を解説 している。 ワヤン ・クリについて母
に,ま た舞踊について妹 に宛 てた書簡か らごく
一部 を引用 してみよう。
磁
?
グヌンガン
ヱ20 人 文 研 究 第95輯
「ワヤン・クリ,こ の影絵人形 による音楽劇!そ れはもう魅力的で完成度
の高いものです。(...)人形がこれほど表現力を持つ とはついぞ知 りません
でした。 どれ も貴族が巨人や動物や神々と闘う物語です。(...)森の情景に
なると,森 はある一っの物,樹 々や鳥や人物 その他の装飾を寄せ集めてでき
た一つの大 きな線細工31)のみによって表現されます。これが山や川や火や森
や雷になります。この線細工が白いスクリーン上 に現れ,役によって全 く違っ
た動きをすると,人 はもうそれを今表現 しようとしている物 としか考えられ
な くなるのです。(...)観衆 は大 きくて深 くて どこまでも続 く森 を見ている
気になってしまうのです。(...)同じ出し物 を百回見て もいつも感動する点
はスタニスラフスキーの芝居 と同じですが,こ ちらはもっと単純でもっと完
成度が高 く,ま るで日没や花の開花のように自然です〃(171f.)」
「ジャワの舞踊 は過去にも未来 にも存在す る全ての ものの中で最 も高貴な
ものだ。そこには言葉による描写 と想像を超 える儀礼性 と献身がある。(...)
僕 にとってそれは最大級の体験であり,新 しい世界観の獲得だった!こ ん
な舞踊の構成 はこれまで見たことがない。特に男性舞踊における対立 と昂揚
の構図!そ れに対 して,花 がひたす ら内面に向かって夢を見 るかのように
優美な女性の踊 り。(...)これらの踊 りは考え得る限 り最 も詩的で,月 光で
できた線細工 のように繊細だ。神経の行 き届いたあらゆる指先から美 しい衣
裳 まで全てが一緒に踊 り,上下 に漂う。(...)戦いのシーンがこのように様
式化され,舞 踊化される様子はとて も言葉 にはで きない。(...)時折恐ろし
い情景が展開し,人々 は息を飲む。このような戦いが,リズム とシンメ トリー,
様式化 と集中力に凝縮 され得 るなんて信 じられないからだ。(173)」
その際 シュピースは踊 りと器楽 と歌唱によるジャワ芸術の総合性を強調す
る。
「最 も素晴 らしい ことは,このような踊 りと音楽 との調和だろう。我々の国
31)グヌンガン。(図参照)ワ ヤン ・クリにおける主要な人形の一つ。
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で流行 っているの とはまるで違っている。音楽は時には鋭 く大 きくなり,幾
つものゴングの音がただ一つの反響 となる。すると踊 り手達 は静止し,金 属
でできた彫像のように不動の形を取る。(...)また激しい切 り付 け合いの乱
闘になると,音楽 は辛うじて聞き取れ る程のささや くような迫 り来るような
感じにな り,か と思うと猛 り狂 ったような リズムによる楽器の乱打 となる。
(...)すると突然(...)男性合唱がサイレンのように轟き鳴 り響 くのだ,し
か も正確な リズムで〃(...)こんなものを僕はとても落ち着いて見てられな
い。 こんなに感激 したのは初めてだ。 この【光惚,あ るいは感激,感 動,ど う
呼ぶにせよ,僕 は大声でオイオイ と泣いた。似たような体験 をしたのは一度
だけ,マ タイ受難曲の一節を聴いた時32)だけだ。(174f.)」
かつてヨーロッパでオペ ラやバ レエや演劇,映 画などの芸術体験 を経た
シュピースであったが,も はやそういった芸術 に未練 はなかった。彼は自分
が もうじき 「上半身裸の ままで頭 にジャワの頭 巾を載せ,裸 足で歩 き回る
(168)」だろうと宣言 し,「踊 りとガムランの楽器を全部習得(168)」すべ く
クラ トンの芸術仲間 に付 いて修行 を始める。そしてさらに家族 に訴 える。
「いったいどうしてヨーロッパなんかに住んでられる〃(155)」
シュピースはガムランの演奏法を学ぶばか りではな く,ガムラン音楽のた
めの西洋風の記譜法 を考案する。ジャワの音楽をヨーロッパに紹介してその
素晴 らしさを知 らしめたいという意欲があった。彼 は自分が学んだジャワ音
楽のうち,それぞれ6～8頁 から成る26曲の総譜 を完成させる。特筆すべき
は,シ ュピース自身の観察 によると23もの音色を持 つクンダン33)のポリリ
ズ ミックな記譜を考案したことである。ガムラン音楽の対位法や和法等の法
則を理解 した時の彼の喜びは大 きく,自分 を 「世界で最 も幸福な人間(216)」
と呼んだ程だ。シュピースによるガムラン音楽の楽理研究は後の民族音楽学
32)ヨハ ン ・スホーンデルベークの指揮によるオランダでの演奏会を言 う。
33)筒型で両面 に革 を張った太鼓。ガムラン ・アンサンブルの中で主導的な役割を
果たす。
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の発展 に寄与するところとな り,それはオーケス トラ指導 と同様,ジ ャワに
おける彼の功績の一つである。彼は将来的にはジャワとバ リの音楽に関する
研究書 を書 くことを目標 としていたが,ま ず この総譜に簡単な解説を加 えて
ヨーロッパで出版することを計画する。 そしてその計画に手 を貸 したのが,
当時の東イン ド政府官吏で後 にイ ンターナショナル ・フォーク ミュージッ
ク ・カウンシル理事長及び民族音楽学協会名誉会長 となるオランダ人,ヤ ー
プ ・キュンス トである。シュピースの総譜がガムラン演奏の忠実な再現であ
ることに驚いたキュンス トは,後 年世界初の東洋音楽レコー ド集を編集する
ベル リン音楽大学資料室室長 フォン・ホル ンボステルに書簡 を送 り,こ の「壮
麗な音楽か ら(...)西洋の音楽は多 くを学ぶことができる(241)」と伝 えて
いる。34)ベル リンとウィーンの音楽大学を始 め幾つかの団体が関心 を示 した
この総譜 は王立バ タヴィア芸術科学協会か ら出版 され ることにな り,シ ュ
ピースも 「ヨーロッパの音楽家や作曲家達が見たことも聴いたこともない素
晴 らしい音楽の存在 を知って驚際す る(219)」日を心待ちにしていた。 にも
拘わらず,結 局 この総譜が世 に出ることはなかった。出版 を目前にして歌唱
に対する洞察不足 にシュピース自身が不満を持ったことが理由の一つである
が,この頃から彼は西洋的な知の集約 と伝達の方法に疑念を抱 くようになり,
それが執筆活動全般 に対する彼の意欲 を失わ しめた と推測 される。具体的な
契機は不明であるが,彼 の意識の変化 は大きかった。出版 に向けて説得を続
けるキュンス トに対 し次のような弁明をしている。「あまりに早急に何百 もの
仮説を立て,そ こか ら導かれる論理 に従 って全 く見当違いの結論に達 してし
まうのを,始終眼にしているか らです。ただただヨーロッパ人の頭の中から
湧 き出た立証不可能な贋の真実など出版 して何にな ります?僕 に言わせれば
34)フォン・ホルンボステル編 の 『東洋 の音楽』(SP12枚組)は 田邊尚雄 と彼 の組
織 した 「東洋音楽学会」に刺激 を与 え,1941年に日本発のアジア音楽集成 『東亜
の音樂』(SP10枚組)が編集 され ることになる。(「SP盤復刻:東 亜の音楽」解説
書参照,COCG-14342,日本 コロムビア)
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シュピースが残 した総譜の一部
それは少 しも物事の核心 に迫っていない,そ んなことが始終です。(310)」自
らの論理に対するヨーロッパ的固執 についてシュピースが抱いた嫌悪はその
後 も変わることがなかった。彼はバ リへ渡った後 も始終音楽の採譜やメモの
類 を作成 し,他人の執筆活動 には協力 しなが らも35)自らのテクス トを残す こ
とはなかった。人々が彼のメモを見て 「彼はいったい何時これを出版するの
だ(235)」とため息をもらし,バ リを訪れたあるアメリカ人記者が 「あと数
年 もしない うちにバ リに残 るもの全てが シュピースの手 で記録 されるだろ
う。さもなくぼ最上の物は全て失われてしまうだろう。」36)と警告 したにも拘
わらず,彼 は著述業を他人 の任務 とし,著書出版の要請 を拒否 し続 けた。あ
る日終に友人の説得に屈 して手記の執筆を約束するが,着 手して間もなく戦
禍による悲劇的な死を迎 えて しまい,37)それ と共 に彼の膨大 な知識 も伝説の
一部 と化してしまった感がある。書簡の重要性が指摘され る38)所以である。
35)ミ ゲ ル ・ コ バ ル ビ ア ス 『バ リ 島 』 平 凡 社;deZoete,Bery1.DanceandDrama
inBali.Oxford;Baum,Vicki.ATalefromBali.Oxford.等 。
36)Powell,Hickman.TheLastParadise:AnAmerican's`discovery'ofBaliin
the1920's.OxfordUniversityPress,1930,p.229.
37)マ リ ア ・ シ ッ ツ ェ ン ・ リ ュ ッ セ ル の 回 想,Rhodius,ibid.,p.158.
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しかしシュピースの手により記録 されなかった 黙最上のもの"は,果 たし
て失われて しまったのだろうか。書簡から推測されることは,他 者の思考 に
接 してもあくまで自己参照的なヨーロッパ的知性に対 し,シ ュピースが一種
の嫌悪 を抱いていたことである。出版計画の頓挫の要因が部分的にはキュン
ス トの考 える様にシュピースの快楽主義 と完成 した仕事に対する無頓着さに
帰するにせよ,39)本質的には彼 はジャワ文化の粋が西洋的論理の枠内に回収
されてしまうのを出版 の断念によって防こうとした,あ るいは少な くとも自
らの関与 を拒否 した,と 言 うことがで きよう。 このようなシュピースの姿勢
は異文化 との接触に纏わるある種の暴力性 について重要な示唆を与 えて くれ
るものだ。しか し同時に 「バ リ ・ルネサ ンス」 と呼ぼれる文化復興 に関与 し
た彼の柔軟な態度は,爪失われてゆ く根源"への信仰 ともはっきりと一線を画
すものである。いずれにせよ一貫 していたのは,ジ ャワ及びバ リ文化の独 自
の生命力に対するシュピースの信頼 と,オ リエンタリズムに対 して維持 した
彼の距離だった と言 えるだろう。彼の書簡 は神話 とイデオロギーの超克に関
する考察を読者に促すもの となっている。
シュピースの豊富な知識 は勿論全て失われた訳ではない。ガムラン音楽に
関する彼の研究成果はキュンス トやその助手 を努めたエイゼル ドラー ト等に
受 け継がれ,ガ ムラン音楽の楽理研究に多大な影響を及ぼした。エイゼル ド
ラー トによると,か つて西洋人の問には,東洋の音楽は感覚的な音色表現で
あって理論を持たないという考えが流布 していたが,シ ュピースがガムラン
音楽の和法,対 位法,旋 律法を明 らかにし,西洋音楽 との近似性を主張して
以来,世 界でこの二種の音楽のみが交響的要素 を具えたものであるという説
さえ現れた という40)。加 えてシュピースはジャワの楽士達 にも少なか らぬ影
響を与 えている。例えば彼等に西洋の記譜法を紹介し,そ の道具 としてピア
38)ベル ナ ル ド ・エ イ ゼ ル ドラ ー トの 回想,Rhodius,ibid.,p.233.
39)ヤー プ ・キ ュ ン ス トの 回 想,Rhodius,ibid.,p.239.
40)エイ ゼ ル ドラ ー トの 回 想,Rhodius,ibid.,p.233.
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ノを教えた り,41)ガムランの運槌の記述法を考案 して地元の音楽学校の授業
に導入 した りした。42)しか し何 よりも彼は,ジ ャワの芸能に興味 を示 し客観
的な学問的関心を持って接 した最初のヨーロッパ人 として地元の芸術家達に
温か く迎えられ,自 分達の自意識 に変革をもたらして くれた希有な白人 とし
て彼等の記憶 に残ったのである。43)民族音楽学が興隆期を迎 えるのはそれか
らようや く40年後の ことである。
ジ ョ グ ジ ャ カ ル タ よ り さ ら ば
7,"Yogyakarta,ichmuBdichlassen."
そもそもヴァルター・シュピースという人物は,"南方=未 開"と いう図式
から驚 く程 自由な存在だった。パ ラオへ渡ったペヒシュタインは,渡 航以前
に既 に裸体文化に対する強い憧憬 と認識の枠組みを持っていた ことが指摘さ
れているし,44)ノルデは極東か らパ ラオへの旅 を通じてxx未開度"を測るため
の 爪近代化"と いう尺度 を堅持 していた。ジャワに至ってようや くヨーロッ
パ とは異なる高度な文化の存在を認 めたが,そ れはむしろ北方人種 としての
彼の自意識 を強化する結果 となった。45一方,ジ ャワの山中を頻繁に散策 し
たシュピースの博物学的好奇心は無垢なものへのノルタルジー とは無縁の感
がある。彼 は異文化の特徴をその文化自体の文脈において理解する術 を心得
ていた。例えぼ西洋人 よって往々 にして 憶 志薄弱",憶 惰"と 捉 えられが
ちなジャワ人の性格について彼 は次のように述べている。
「黙自分のことを低 く評価する"そ して"全 てを相手に委ねる"と いうのは
途方もなく洗練された心遣いなのです。人々は思いや りに満ち,礼 節を弁え
41)同 上.
42)ジ ャ ワ の 日 刊 紙 「デ ・ロ コ モ テ ィ ー フ 」 と 月 刊 誌 「ジ ャ ワ 」 に 掲 載 さ れ た 記 事 。
Rhodius,ibid.,p.236f.
43)エ イ ゼ ル ド ラ ー ト の 回 想,Rhodius,ibid.,p.234.
44)Grubert-Thurow,Beate.DasferneParadies:PechsteinundPalau.in:Max
Pechstein:DasFerneParadies.p.72.
45)Nolde,ibid.,pユ15f.
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ています。(155)」
「僕 はこれ までこんなに素晴 らしい無為 を感 じたことがあ りません。何物 も
人 を強いた りしないし,何人 も何かに固執 した りしません。全てが満ち足 り
ています。人 はただ順応するだけです。それが最 も価値のあることなのです。
エゴを脱却することが。人はジャワ人の中にそれを見出し,ジ ャワ人か らそ
れを学びます。それが彼等の神髄なのです。(176)」
「ヨーロッパでは一日に20もの違 った考えをあれ これ巡 らしてそれで も満
足 しませんが,こ こではたった一っの思考を一日の時間に拡げて考 えます。
それで も速すぎるくらいです。するとそれは火を放ち,赤 々 と燃 え,(...)
千の爆発を起 こすのです。(177)」
優劣の尺度で異文化 を捉 えることがなかったシュピースの態度は現地 の
ヨーロッパ人社会 との共存 を困難にした。特 に彼はヨーロッパ人の植民地主
義者的態度に心 を傷めた。彼等に対するシュピースの手厳 しい批判 は,ジ ャ
ワ人に対す る称賛 とほぼ対極 を成すかたちで書簡に登場する。「馬鹿なヨー
ロッパ人が自分達をまるで神々のごとき存在だと思い込んでいる。(...)僕
はヨーロッパ人 とは殆 ど交渉がない。彼等は政治 とお金のことにしか興味が
ない。(179)」そもそも早々にバ ンドゥンを去った理由も,ヨーロッパ人社会
との軋礫が原因だ思われる節がある。バンドゥンを去る直前の手紙である。
「ここにいるオランダ人 は考え得る限 り最 も不愉快で視野の狭い人達です。彼
等は教養に欠 け,不作法で,愚 かで狭量で尊大で,彼 等に対する僕の憎 しみ
を言い表すにはどんな言葉 も及ばない程です。僕 は自分が彼等 とさらなる衝
突を起 こすだろうと感 じています。 まった くや り切れ ません。彼等が原住民
に対 して取る態度 は実に卑劣です。(149)」
ジョクジャカルタで状況はいくらか好転 した。シュピースは相変わらず高
圧的なヨーロッパ人 を嫌悪 したが,「そのようなヨーロッパ人 とは全 く異な
り,自分達の文化 に興味 を示す人間もいることを知ると,ジ ャワ人 は驚いて
ものすごく開放的になる(171)」ことを学ぶ。彼にはクラ トンというスルタ
ンの庇護する世界 とジャワ人 との交流があった。しか し宮廷楽長 とはいえク
カペルマイスタ　
スルタンの宮廷楽長
ヴ ァル タ ー ・シ ュ ピー ス
「水 田 風 景 」(1923)
ヴ ァル タ ー ・シ ュ ピ ー ス
「蟹 を採 る漁 師 」(1924)
ヱ27
ラ トン内での俸給 は低 く,シ ュピースはピアノ教師やコンサー トの伴奏者 と
して副収入を得 ることを余儀な くされる。ヨーロッパ人社会 との接触は不可
避であった。当時ジャワには優秀な音楽家が ヨーロッパから多 く訪れたとい
う。46)シュピースは現地の新聞によってその音楽性を絶賛 され,47)伴奏者 と
しての名声を確立 したにも拘わ らず ソリス ト達 との折 り合いは悪 く,これら
の一行 を 「恐ろしい寄席人間達(194)」と呼んでいる。
ヨーロッパ人社会のシュピースに対する反感 も次第 に増 していった。「僕が
より静かな人間にな り,他人 との距離が増すにつれて人 は邪悪なことを言い
ます。 きっと考えているのはもっと邪悪なことでしょう。(...)全て僕 には
どうでもいい ことですが,こういった事実自体 は気力を萎 えさせるものです。
(229)」その上彼は自分の絵の出来に満足できないでいた。 ミュンヒェンの美
術史家,フ ランツ・ローに宛 てて手紙 を書 く。「僕の絵のコンセプ トが集中力
を欠 くようになったのは,(...)ジャワという土地やジャワ人達のせいだと
は思われません。それは他でもな く,無気力で凡庸で野蛮なここのヨーロッ
46)「こ こ で は よ くベ ル リ ン そ の 他 の 街 よ り も 押 し な べ て よ い 音 楽 が 聴 け る。
(190)」
47)Rhodius,ibid.,p.198ff.
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パ人 との交渉が気力を萎 えさせるからです。全 くの不道徳 というものです,
救いのない逃れようのない状況です。 どんなに力強い上出来のアイデアも,
ここでは無骨で粗野なスノッブ達に無慈悲に踏みにじられてしまうのです!
(222)」その閉塞感は,もはやジャワ文化の魅力を以てしても購い得なかった。
1925年,シュピースはクラ トンで出会ったバ リの王族チョコル ド・グデ ・
ラカ ・スカワティの招待 を受けて初めてバ リを訪れ,そ の 「あらゆる観点 に
おいて無尽蔵の魅力を持った(208)」文化に魅了される。そして 「ただ独 り
で素晴らしい人達 と暮 らし(219)」,「心安 らかに絵 を描 く(226)」ため,バ
リへの移住を決意する。その時の彼の書簡である。「僕 はバ リへ越すつ もりで
す。僕 はここのヨーロッパ人達が怖い。金糞のような ものです,彼 等は。す
べてを汚してしまう!で も,ジ ャワの世界が僕 に悪影響を及ぼしていると
は思わないで下 さい。彼等の受け身の精神 と一見緩慢 な態度は,強 度の集中
力 と超然 とした魂の現れなのです。バ リではさらに魔的なものが加わ ります。
それに生活の真実味 も……神 と悪魔,我と世界,全てが一つなのです〃(223)」
アニ ミズムの影響 を残 したバ リ文化の生命力には,ジ ャワの宮廷 にはない魅
力があった。
1927年夏,シ ュピースはスルタンの許 しを得て宮廷楽長の職 を退 き,ジ ョ
グジャカルタを,そ して最終的にジャワを去る。 ヨーロッパを逃れてやって
来たジャワを,再 びヨーロッパ人 との軋礫故に去 ることになったのは皮肉な
結果ではあったが,今 回のバ リ移住によって彼は最終的に"素 朴な人々の住
む新 しい故郷"を 手に入れ ることになる。バ リにおけるシュピースの活躍 を
扱 うことは本論の物理的な範囲を超えるものであるが,幸 いそれに関しては
他の文献が伝えるところである。48)
48)HansRhodiusandJohnDarling,WalterSpiesandBalineseArt.Amster-
dam,1980;Spruit,Rund.ArtistsonBali.Amsterdam,1995;Vickers,Adrian.
Bali,aParadisecreated.Berkeley-Singapore,1989.
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8,真 摯な る人生 の遊戯
シュピースのジャワ及びバ リにおける生活 と功績は,多 くの名辞 を冠 して
語ることができるだろう。例 えばドイツ人芸術家のディアスポラ物語,バ リ
絵画に遠近法が もたらされた文化波及の物語,等 々である。しかしゴーギャ
ンのように植民地の孤独な白人 になることな く常に地元の人間 との共生によ
り彼等の文化活動を享受 したヴァルター ・シュピースを,彼以前の楽園夢想
家達 と隔てて特徴付 けるものがあるように思われる。スルタンから宮廷楽長
の地位 を提供された時,シュピース自身次のように自問 している。「僕以外の
誰 にこんなことが起 こるで しょう乙/!何で僕 にはこんなことが次々 と起 こ
るのでしょう。行 く先々で自分が望んだよりも素晴 らしく突飛なことが僕に
は起 こります。(168)」恐 らくシュピースの活動の大 きな特徴 として,そ れが
ヨーロッパ人の異文化 との関わ りが植民地主義か ら観光へ と変遷 していく移
行期に位置していたことを挙げるべきだろう。それはただ年代的な条件を意
味しているのではない。人類学者ネルソン ・グラバーンが現代における儀礼
として論 じているような「聖なる旅」49)としての観光 を,シュピースが最 も先
駆的にかつ最 も徹底 して体験 した という意味においてである。観光の時間を,
世俗的な日常の時間をス トップさせて聖なる時間を作 り出す儀礼の時間 とし
ているグラバーンに倣えば,ヨ ーロッパの日常 と疎外 を離れて赴いた地で自
己の個性の開花を見たシュピースは,「聖なる旅」の途上で終わりのない聖な
る時間を見出し,人生を最後 まで儀礼の時間 として生きたような ものだった。
第2次 世界大戦がバ リにも及び,オ ランダ政府により敵国人 として収監 さ
れる前年の1939年,シュピースは弟 に宛てて信条告 白のような長い書簡 を
49)Graburn,Nelson.Tourism:TheSacredJourney.in:ValeneSmith(ed.),
HostsandGuests:TheAnthropologyofTourism.Philadelphia,1977,p.177ff.
ネ ル ソ ン ・H・H・ グ ラ バ ー ン 「観 光 活 動 一 聖 な る旅 行 」in:『観 光 ・リ ゾー ト開
発 人 類 学 』 バ レ ー ン ・L・ ス ミス 編,勤 草 書 房,1991,32頁.
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送 っている。
「この世には素晴 らしいことがあまりに多 く,それを目にし,それと戯れる
時間が殆 どない程です。それで多 くの ことが戯れざるままになっているので
す〃(...)人生の厳 しさが僕を好 まないか らといって僕に何ができるでしょ
う。人生が僕 を真面 目に受け取ろうとしないのです。でも僕 は人生を愛 し,
その厳 しさを求めています。そしてその厳 しさを,遊 びを通し,遊 びの中に
見出します。僕はむしろ,人生が真剣なものであるにも拘わらず一 日中怒 り
を感 じて過 ごし,糞真面 目に人生の意味や価値や深刻さを探 した りする人達
よりは,自分の方が より多 く,よ り本当にその厳 しさを知 っているような気
がします。(...)というの も僕は人生を信 じてお り,その信仰の中に生 きて
いるか らです。そして人生を遊び,遊 びを信 じているからです。僕は人生の
遊戯の厳 しさを信 じているのです。(...)そしてこの信仰の強さがあらゆる
苦悩 を覆い,あ らゆる自負心,あ らゆる時間的,空 間的,肉 体的状況 を吸引
して くれ ます。そして人生の偉大な神聖さの輝 きだけが残 るのです。それが
人生 を生 きるとい うことであり,人生を愛 し,人生を遊び,人 生の直中に有
るということなのです。(392f.)」
つまりシュピースは,観光人類学の分野で山下晋司が指摘 しているような,
観光の生活様式における 「仕事」と 「遊び」の二重性を,50)極めて強 く自覚し
ていたのである。そしてその 「遊び」の神聖 さを信じ,そ の信仰から来 る幸
福 を最大限に享受 したのだ。そもそも人生を一つの旅 として捉えることが可
能であるなら,そ の全体 を儀礼 として生きることも可能な筈である。そのよ
うな儀礼性に対する忠誠が,シ ュピース とジャワ及びバ リ世界 とを強 く結び
付 けた絆だったのか もしれない。黙現在"に は「いつ も何かしら美を見出す こ
とが出来る(72)」と考え,自 分の人生 を贈 り物に溢れた 「終わ りのない誕生
日のようなもの(392)」だ と呼んだシュピースの人生は,さ なが ら終わ りな
50)山下晋司 「序 南へ!北 へ!一 移動の民族誌一」in:『岩波講座文化人類学;第
7巻 移動の民族誌』岩波書店,1996,8頁.
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き儀礼の時間を生きるという一つの芸術であった。その生のあ り様 を伝える
『人生の美 と豊穣』 は,ま さに祝祭的晴れやかさに満ちた書物である。
今や地球上を旅する人間の数が五億人 を越 え,2000年にはその数が七億五
千万 を越 えると予想 される51)時代 であれぼ,「聖なる旅」の先駆者 ヴァル
ター ・シュピースか ら学ぶべきことは多い筈である。しか し我々は未だその
生涯について多 くを知っているとは言い難い。書簡集 を緕き,彼 の人間像 を
伝説の領域か ら呼び戻 して実 りある対話 を始める可能性 は,52)まだ これか ら
の作業 に委ね られている。
51)同上,6頁.
52)書簡集 における弟 レオの回想 は,夢 に現れた兄 と対話を始める場面で終わって
いる。
